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産業発展及び国際競争力強化に資する技術開発
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背景・課題
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人類の活動領域が本格的に宇宙空間に拡大するとともに、宇宙システムが地上システムと一体となって、地
球上の様々な課題の解決に貢献し、より豊かな経済・社会活動を実現するようになってきている。加えて、
国際的な安全保障環境が複雑で厳しいものとなっている中、宇宙システムは、安全保障に関する取組の強
化を支えている。このような宇宙空間における活動を通じてもたらされる経済・社会の変革が世界的なうねり
となっている中、我が国の宇宙活動の⾃⽴性・自律性を維持・強化し、世界をリードしていくことが必要。

世界的な宇宙利用の拡大に伴い、世界の宇宙市場が急速に
拡大する中、我が国では、宇宙基本計画（令和５年６月13
日閣議決定）において、宇宙産業を日本経済における成長産
業とするため、宇宙機器と宇宙ソリューションの市場を合わせて、
2020 年に 4.0 兆円となっている市場規模を、2030 年代の
早期に 2 倍の 8.0 兆円に拡大していくことを目標としている。

諸外国や民間による宇宙活動が活発化し、競争環境が厳しくなる中、我が国が世界の先頭集団の一角を
占め、世界をリードし、宇宙活動の自立性・自律性を将来にわたって維持・強化していくためには、競争力強
化につながる革新的な技術を獲得する必要がある。また、異業種や中小・スタートアップ企業の宇宙産業へ
の参入促進及び事業化支援によって、我が国の宇宙活動を支える総合的基盤を強化する必要がある。



研究開発内容・対象
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我が国の宇宙産業の自立性・自律性の維持・強化、市場規模の拡大と国際競争力の強化につながる技
術を着実に社会実装につなげることを目指す。

技術シーズ

提案時 フェーズ１ フェーズ２                  事業化等へ

事業化・
 大規模
 技術開発

出典：https://www8.cao.go.jp/space/gijutu/gaiyou_20260224.pdf

我が国の宇宙産業の自立性・自律性の維持・強化、市
場規模の拡大と国際競争力の強化につながる技術群の
詳細は「宇宙技術戦略（令和７年度改訂）」を参照
のこと。

対象となる技術領域

 フェーズ１の成果をもとに、想定顧
客の要求を満たす技術の開発が完了
していること

 大規模技術実証や社会実装に向けた
具体的な事業計画、技術開発計画の
道筋が立っていること

公募対象・達成目標

TRL
（技術成熟度）

レベル

TRL３

 フェーズ１により、想定顧客の要求を
満たす技術適用のアイデアについて検
証が完了していること

 一定の蓋然性が認められる事業計画が
立てられていること

TRL４

 事業期間内にTRL３相当が実現されるこ
とが期待できる提案であること

 フェーズ２を見据えた上で、目指してい
る研究開発成果の事業化が期待できる提
案であること

※フェーズ１だけで事業化が期待できる提案
を排除するものではない。

 事業期間内にTRL４相当の研究開発を
完了することが期待できる提案であ
ること。

 フェーズ２での研究開発成果の事業
化について、具体的な計画を有する
提案であること。

フェーズ１公募対象 フェーズ２公募対象

フェーズ１達成目標（例） フェーズ２達成目標（例）

本事業の範囲

※採択する技術
領域、事業領域
によって達成目
標は異なる。
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